
予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　新　戦国・関ケ原展示事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　岐阜県博物館　総務部管理調整　電話番号：0575-28-3111（内250 ）　
E-mail：ｃ21804＠pref.gifu.jp　　　 

１　事業費　　8,000千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産

収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）

令和２年度には、関ケ原古戦場記念館が開館し、明智光秀を主役とするNHK大河ドラマ「麒麟がくる」が放映されるなど、岐阜を舞台にした戦国時代のドラマに注目が集まる。歴史の転換期に岐阜の地が果たした役割を示す絶好の機会であり、展示資料の充実を図る。
従来、常設展示の中世・近世の展示エリアでは網羅的に資料を紹介してきたが、岐阜の戦国時代に注目が集まるこの機に、織田信長から関ケ原合戦までを主テーマとした展示エリアにリニューアルする。そのためには歴史を物語る資料が必要である。館が所蔵している資料を有効に用いる方針であるが、資料は貴重な文化財であり、その保護のため2ヶ月程度しか展示ができないため、定期的な展示替えが必要となり、資料の充実を図る必要がある。

また、購入する資料は当館で用いるだけではなく、関ケ原古戦場記念館における企画展示などでも活用することができる。さらに、それ以外の多くの館と史料の相互貸借を図ることができ、館の展示活動を一層充実させることにつながる。それにより、郷土の豊かな歴史を来館者に示すことができ、郷土への愛着、誇りを高め、ふるさとの再発見につなげることが期待される。
（２）事業内容
当館のネットワーク(東京大学史料編纂所・公私立博物館等)を生かして情報収集を行い、良質な資料を入手する。
　資料の価格は、書状の場合、人物、内容、保存状態によって変わる。参考として、織田信長の書状は４００～７００万円、羽柴秀吉、徳川家康の書状は２００～４００万円の価格帯が多い。

　良質な資料を入手するためには、購入を継続して進める必要がある。
また、良質なものはできるだけ早期に購入して展示構成の骨格となる部分を整え、その後、それを補う資料を組み合わせていくのが効率的である。
　　　　１織田信長関連資料、２豊臣秀吉関連資料、３徳川家康関連資料、４天下人に関連した戦国大名という優先順位で資料収集していきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）県負担・補助率の考え方

　　　　県単独事業として実施
（４）類似事業の有無

　　　　無
３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	資料購入費
	8,000

	「織田信長朱印状　蒲生佐兵衛・忠三郎宛」6,000
「織田信孝書状　蜂屋兵庫助他宛」2,000

	合計
	8,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ
　・常設展示中世・近世エリアリニューアルで活用する。
　・令和２年度特別展「光秀が駆け抜けた戦国の岐阜」において活用する。
　・博物館機能の全県展開の中で、恐竜関係資料・戦国期資料を継続的に収集し、他の県有文化施設や学術機関と連携して情報発信・調査研究を行う。
（2） 国・他県の状況
	　
	名称
	開館年
	分類
	H29年度
	H30年度
	R元年度
	3か年平均

	1
	名古屋市博物館
	S52
	歴史
	美術品購入基金により購入。予算枠ない

	2
	岐阜市歴史博物館
	S60
	歴史
	3,500
	3,000
	3,000
	3,167

	3
	富山市立山博物館
	H3
	総合
	4,660
	2,710
	3,000
	3,457

	4
	石川県立歴史博物館
	S61
	歴史
	1,600
	1,600
	1,600
	1,600

	5
	福井県立恐竜博物館
	H12
	自然史
	18,000
	18,000
	18,000
	18,000

	6
	長野県立歴史館
	H6
	歴史
	4,200
	3,000
	3,000
	3,400

	7
	兵庫県立歴史博物館
	S58
	歴史
	7,918
	7,918
	7,918
	7,918

	8
	和歌山県立博物館
	S46
	歴史
	7,882
	7,882
	7,882
	7,882

	上記博物館平均
	6,489


（3） 後年度の財政負担
　・良質な資料は常に市場に出るわけではなく、良質な資料が出たタイミングを逃さず入手するためには、継続した予算措置が必要である。

事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　令和２年度に信長関連文書、３年度に秀吉関連文書、４年度に家康関連文書、５年度に天下人に関わる戦国武将に関わる資料を順次入手していきたい。ただし、良質な文書が常に市場に出るわけではなく、順序は前後することが想定される。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	博物館入館者数


	45,984
（H24）
	117,908

（H28）
	133,219

（H29）
	249,375

（H30）
	250,000 

（R5）
	99.75％



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　○

	令和２年の関ケ原古戦場記念館開館や岐阜ゆかりの明智光秀を主人公にした大河ドラマ放映決定など、現在、岐阜の戦国から関ヶ原の時期は県内外からかつてない注目が集まり、県民の学習意欲も高い状況である。この機に、関ヶ原合戦と岐阜の戦国に関する資料を充実させることは、県民の学習意欲の方向に沿うものであり、同時に県外から観覧者に対しても十分なサービスを提供することができると考えられ、この事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　
	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

　○
	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
良質の資料は常に市場に出るわけではないため、良質の資料をタイミングよく購入するためには日頃から情報収集を行うことが必要。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

良質の資料は常に市場に出るわけではないため、当館のネットワーク（東京大学史料編纂所・公私立博物館等）を活かして情報収集を行い、良質な資料購入を継続して行う必要がある。



（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


もし、前年度の取り組みを記載するなら
平成30年度には、豊臣秀吉関連文書を２点購入した。岐阜城主池田輝政が三河吉田(豊橋)に移った際に輝政の支配に関する処遇が記されたものと、賤ケ岳の戦いにおける加藤嘉明の活躍に対し与えた領地の目録である。
もし、前年度の成果を記載するなら

平成30年度に購入した資料は常設展示で展示した。今後も、関ケ原古戦場記念館における企画展示、それ以外の多くの館と資料の相互貸借を図ることができる。
